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９
月
７
日
、
福
岡
市
内
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
の
結
成
30
周
年
記
念
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
支
部
・
地
本

の
代
表
者
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
と
交
流
の
あ
る
労
働
組
合
の
代

表
者
や
国
会
議
員
、
歴
代
の
中
央
執
行
委

員
長
、
会
社
関
係
者
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）
等
、

総
勢
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
佐
賀

支
部
か
ら
は
、
森
永
克
章
執
行
委
員
長
、

佐
藤
裕
介
執
行
副
委
員
長
、
西
村
誠
書
記

長
の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
行
事
は
２
部
に
分
か
れ
て
お
り
、

第
１
部
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
講
演
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
、
第
２
部
は
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
は
、
大
分
大
学
経
済
学
部

の
大
井
尚
司
教
授
か
ら
「
九
州
の
鉄

道
と
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
昨
今

の
状
況
と
Ｊ
Ｒ
へ
の
期
待
」
、
南
阿

蘇
鉄
道
株
式
会
社
の
草
村
大
成
社
長

か
ら
「
南
阿
蘇
鉄
道
の
復
旧
と
今
後

の
利
用
促
進
に
つ
い
て
」
と
い
う
内

容
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
上
符
友
則

地
域
戦
略
部
長
と
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の

吉
田
春
菜
政
策
部
長
が
加
わ
り
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
方
交
通
に
関
す
る
課
題

認
識
の
共
有
や
、
鉄
道
の
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
、
参
加
し

た
皆
で
鉄
道
の
未
来
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
関
係
団
体
の
代
表
や

関
係
者
か
ら
順
に
祝
辞
を
受
け
、
最

後
に
中
央
本
部
の
大
久
保
浩
書
記
長

か
ら
「
未
来
へ
の
誓
い
」
と
し
て
決

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
未
来
へ
の
誓
い
】
（
要
旨
）

Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
者
は
、
グ
ル
ー

プ
会
社
や
関
連
・
協
力
会
社
も
含
め

れ
ば
数
十
万
人
に
及
ぶ
。
働
く
者
、

産
業
を
支
え
る
最
大
の
財
産
で
あ
る

人
材
に
光
を
当
て
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
今

後
更
に
社
会
・
経
済
の
役
に
立
つ
可

能
性
の
あ
る
産
業
で
あ
る
こ
と
を
社

会
に
し
っ
か
り
示
し
て
い
く
。

私
た
ち
労
働
組
合
は
、
働
く
者
の

立
場
か
ら
、
産
業
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
い
、
次
な
る
30
年
を
見
据
え
、

強
く
し
な
や
か
な
Ｊ
Ｒ
産
業
を
つ
く

っ
て
い
く
。
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
と
し
て

責
任
あ
る
組
織
と
運
動
を
つ
く
り
、

展
開
し
、
こ
れ
か
ら
も
皆
と
共
に
歩

ん
で
い
く
決
意
で
あ
る
。

会場には多くの関係者が参集

パネルディスカッションの様子

大分大学大井教授による講演

Ｊ
Ｒ
産
業
の

 

持
続
的
な
成
長
に
向
け
て

皆
で
協
力
・連
帯
し

未
来
を
切
り
拓
こ
う

組織を代表して挨拶する
吉田祥司中央執行委員長

「未来への誓い」の宣言を
行う大久保浩書記長

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
30
周
年
記
念
行
事

＝
佐
賀
支
部
か
ら
3
名
が
参
加
＝
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